
第 1437 回 2026 年 1 月 14 日(水) 

通常例会 

                                      
ゲスト・ビジター 
京都東 RC      森田 晴夫様 
岡田会員同行者      中尾 英己様 
土居会員同行者      真行寺君枝様 
米山奨学生       王   妍様 
 
 
誕生日祝い 
1 月 8  日  石渡 伸幸会員 
1 月 22 日  佐々木啓策会員 
 
 
ニコニコボックス 
真行寺君枝様 お久しぶりでございます。本日はお久

しい方々のお顔を拝顔に参りました。
お勉強をさせて頂きます。 

山田会長 クラブフォーラム、皆さま活発な意見
をよろしくお願い致します。 

土居会員 真行寺さん、10 年ぶりの来会、歓迎しま
す。2027 年の地区大会でお世話に成る予
定ですが、宜しくお願い致します。 

加藤会員 本日も楽しく参りましょう。皆様よろし
くお願い致します。 

大原会員 今日はいい天気ですね。 
岡田会員 皆様、新年明けましておめでとうござ

います。本年もよろしくお願いいたし
ます。 

計 20,000 円 累計 599,650 円 
 

 
会長報告 山田 丈夫会長 
・米山奨学生王妍さんに、1 月分

の奨学金をお渡しします。 
 
幹事報告 木村 良成幹事 
・1 月度理事役員会議事録を配布しました。 
・次週 1 月 21 日（水）は、移動例会で神田明神に参拝

に参ります。集合時間は明神会館前に 11:20 です。 
・ロータリー希望の風奨学金へのご協力ありがとうご

ざいました。 
＜地区関係行事＞ 
・1 月 21 日（水）沖縄・宜野湾 RC 創立 60 周年記念式

典及び祝賀会に土居会員が出席されます。 
・1 月 22 日（木）クラブ活性化ワークショップに、山

田会長、木宮次年度会長、角田会員、神保会員、西
村会員が出席されます。 

 
ロータリーの友 1月号の紹介 西村 美智子会員 
今月は「職業奉仕月間」ということで、職業奉仕を

フィーチャーした特集が組まれています。 
3 ページの RI 会長からのメッセージで「1 月の「職

業奉仕月間」は、専門性を持つ人々が集い、「世界で
よいこと」をする力をたたえる機会です。同時に「高
潔性」とは単に行動と発言が一致しているというだけ
でなく、私たちの一つ一つの行動に表れることを思い
起こさせてくれます」と述べられています。 

5 ページからは、石川県能登半島の輪島塗の職人たち
が、ロサンゼルスへ研修に赴いた際の特集「日本が誇
る工芸技術はいま」が組まれています。9 ページにある
「職業研修チーム（VTT：Vocational Training Team）」
がロータリーの中にはあり、職業奉仕に関係していま
す。通常、VTT は専門家グループが海外でスキルを伝
授するケースが多いのですが、今回は「日本の若手職
人が海外で学び、伝統を進化させる」という逆のスタ
イルで承認されました。被災した職人の方々が、輪島
塗を世界へ発信するとともに、世界が求めるデザイン
やニーズを肌で感じる貴重な機会となったようです。 

12 ページからは、3 名のパストガバナーによる興味深
いロータリー談義（後編）が掲載されています。特に
15 ページの以下の言葉が、私にとって非常に印象的で
した。「居心地の良さは、危険信号。新風は新しい風
を吹き込む」です。クラブが居心地良くなりすぎると、
現状を維持しようとする力が働き、新しい人や活動を

司会進行 岡田 邦男会員 
点鐘   山田 丈夫会長 
それでこそロータリー   海江田健司会員 
ゲスト・ビジター紹介 日根野雅敏会員 
ニコニコボックス報告 岡田 邦男会員 
会長報告 山田 丈夫会長 
幹事報告 木村 良成幹事 
出席報告 岡田 邦男会員 

本日の卓話  電磁波測定による地震予知システムのご紹介 
(株)新興技術研究所 代表取締役 熊谷 行裕様 

(東京サンライズ汐留 RC) 

第 1437・1438・1439 回 2026 年 1 月 14 日・21 日・28 日 Vol33-18 



クラブフォーラム 

・実際に活動可能な同好会の発足について 

拒む『停滞』が始まってしまう。新会員を『何も知ら
ないから教え導く対象』と捉えるのは過去の考え方で、
新会員もまた、それぞれの職業におけるリーダーであ
り、クラブに新しい視点や価値をもたらす存在だと意
識を変える必要がある、新会員に学ぶ機会をもっとク
ラブの中で増やしたらいいと思う、とのことでした。 
「地域を世界とつなげるロータリーの国際性」という
ことで、ロータリーでの経験が本業に活き、本業での
リーダーシップがロータリー活動に活きるという、ロ
ータリー活動と本業がお互いに影響をし合っていて、
またロータリアンの特徴として、地域社会や世界に自
分たちのできることをしたい、という思いがすごくあ
るとのことです。そういう方を大事にして、会員増強、
退会防止をやっていけばいいのではと思います。 
 
 
出席報告 

会 員 数   35 名 ゲ ス ト    3 名 
出 席   22 名 ビジター    1 名 
Z O O M    1 名 合 計   27 名 

 
 

 
司会進行 木村 良成幹事 

 
木村幹事 

年末から年始にかけて、同好会について「今後の活動
をどのように進めていくべきか」という点で、炉辺会議
（家庭集会）で話し合っていただきました。各班でどの
ような具体的な意見が出されたのか、発表をお願いいた
します。 
 
■1班（班長：髙山会員、書記：海江田会員） 

 
いろいろな案が出ましたが、集
約すると「味佳久会（グルメ
会）」「釣同好会」「ゴルフ同
好会」を中心に活動を進めてい
こうということになりました。その中でも特に「味佳久
会」を引き継いで、実際にすぐ実行に移していきたいと
いうことで、意見がまとまりました。 

 
名称：以前からの名称を引き継ぎ「味佳久会」とする。 
開催時期：第 1回開催は「4 月以降」を目途に調整 

2 月：「地区大会」があり、当クラブが次年度ホ
ストクラブとして大会運営を深く見学・研
鑽する必要があるため、開催を見送り 

3 月：「観桜会」との重複を避けるため、見送り 
リーダー：リーダー（会長）は、第 1班の班長である

髙山会員に就任していただく 
 

現在、同好会の数は 8 つあり、その中でどのように統合
しながらまとめていこうか検討、結論として「味佳久会」
を中心に、「江戸文化研究会」の要素を重ね合わせた、

江戸文化を感じさせるような場所で、江戸文化を味わい
ながら美味しいものも食べようと、まずはやってみよう
と思います。日程については、4月中旬から下旬、5 月
初旬あたりで調整し、その後理事会に諮りたいと考えて
います。麻雀について田邊会員に相談したところ、田邊
会員がプライベートな対局スペースを開放してくださる
とのお話をいただいております。全員参加の種目ではな
いかもしれませんが、希望者による活動として、他の班
とも連携しながら並行してスタートできればと考えてい
ます。 
 
■2 班（班長：山田会長） 
 
今ある同好会の中で、コロナ禍以降活
動を実際やっている「茶楽会（ゴル
フ）」「茶音会（カラオケ）」は残し
てやっていこうとなりました。他には「茶落会（落語）」
がありますが、「江戸文化研究会」と 1つにして、「江
戸文化研究会」としてやっていくことを提案します。 
麻雀と囲碁同好会ですが、麻雀、また囲碁をやられる会
員の方がどのぐらいいるのか全然把握しておりません。
今話した「茶楽会」「味佳久会」「茶音会」「江戸文化
研究会」を、早速始めてみたらいいのではと思います。
できれば、6月までの間に 1回は、開催していきたいと
話し合いをいたしました。 
 
■3 班（書記：和田会員） 
 
同好会の規約が平成 10年制定で、規
約に照らしていくと「茶楽会（ゴル
フ）」と「味佳久会」しか残らないの
ではないか、まず規約の見直しが必要なのではないかと
いう意見が出ました。それも踏まえて、元々ある 8つの
同好会をどうしていくか、それ以外に新しいものを作っ
ていくのかという中で意見交換しました。 
「味佳久会」「茶楽会（ゴルフ）」「茶音会（カラオ
ケ）」、釣りは、もう少し幅広く捉えて「アウトドア」
という形にして 4つにしたらいいのではとなりました。
「味佳久会」は、夜間例会と併せたり、「江戸文化研究
会」を含んだ上で一緒にできるのではないかと思います。
釣りは、大原会員や加藤会員がいらっしゃいますが、ヨ
ットに乗るだけとか、バーベキューするだけとか、幅広
く「アウトドア」にした方がいいのではないかというこ
とでした。カラオケに関しては、安田会員がいらっしゃ
るので、安田会員のお店を使って率先してやっていただ
けるのではないかとのことです。 
全部を一辺にやるのではなく、年度で 2つぐらい重点置
いてやるとか、そんな風に絞ってやっていくのもいいん
じゃないか、そのような意見が出ました。 
 
■4 班（班長：角田会員、書記：神保会員） 
 
どこの同好会を継続するのかとい
うところを中心に話し合いをしま
した。「味佳久会」と「茶楽会
（ゴルフ）」「茶音会（カラオ
ケ）」「江戸文化研究会」「釣同好会」とたくさんあり
ます。基本的に維持がなかなか難しいという話が出てい
たのが囲碁です。あと落語に関しては「江戸文化研究会」
の方で一緒にやれたらいいのではないかという案が出て
おります。麻雀につきましても、参加できる方がいれば
年に 1 回でもやりたいですねという話が出ました。 
 



第 1438 回 2026 年 1 月 21 日(水) 

移動例会 神田明神昇殿参拝 

責任者について案ですが、「茶楽会」は牛島会員、「味
佳久会」は髙山会員にぜひお願いしたい。「釣同好会」
も大原会員にそのままやっていただきまして、「茶落会
（落語）」は「江戸文化研究会」に統合し、責任者は石
渡会員、サブに木宮会員でお願いしたいと思っています。
麻雀については西村会員と神保会員が、田邊会員にお話
をしたらどうか、と話しています。 
 
木村幹事 
同好会の再編にあたって「規約の面から見直し」という
課題も出てきました。また既存の同好会の中から案が出
たり、プラスαで「アウトドア」などのアイデアも出ま
した。同好会なので必ずしも毎月開催にこだわる必要は
なく、それぞれのペースで進めていければと考えており
ます。以前、田邊会員とお話しし、麻雀同好会の活動再
開への了解をいただいております。回数は少なくとも、
まずは本年度中に各同好会が「キックオフ」できる形を
目指します。 
規約の改定や修正についてですが、2 月、3 月は地区大
会の視察等で多忙となるため、大会終了後に落ち着いた
タイミングで、規約変更を含めた具体的な提案を戦略委
員会の方にお願いする予定です。 
年末年始の急な呼びかけ、かつ例会形式での開催となり
ましたが、お集まりいただき感謝いたします。今度はぜ
ひ夜の炉辺会議（家庭集会）も活用できればと思います。
次回はまた班編成を変えて実施する予定ですので、その
時の班長・書記の皆様、よろしくお願いいたします。 
各班の書記の方が作成されたメモや資料は、後ほど受付
へ提出してください。事務局で取りまとめ、戦略委員会
へと繋いでまいります。 
引き続き、クラブの活性化に向けたご協力をよろしくお
願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゲスト・ビジター 
神田神社宮司      清水 祥彦様 
第四区五番組宮頭     渡辺喜代志様 
和田会員同行者      和田 友希様 
 
幹事報告 木村 良成幹事 
・次週 1 月 28 日（水）は帝国ホテルにて、千代田 6 ク

ラブ合同例会の開催です。お間違えのないようお願
いします。 

・次々週 2 月 4 日は東京ドームホテルでの開催です。
11:30 より理事役員会がありますので関係者の方は
お集まりください。 

 
挨拶 神田神社宮司 清水 祥彦様 
皆様明けましておめでとうございます。

本日もお茶の水 RCの皆様がお揃いで、神
田明神にお参りをいただき本当にありが
とうございました。今年は大勢の方にお
越しいただきました。丙午（ひのえうま）
年ということで、今年はたくさんの物事が進展してまい
るかと思いますが、それに伴って様々な変革も起こる、
そのような年と言われております。 
神田明神におきましては、今年は「陰祭（かげまつ

り）」ということで、5月のお祭りは静かなお祭りにな
ります。御社殿は実はもう 90年経っています。日本で
初めて作られた鉄筋コンクリートの神社建築が、神田明
神のご本殿です。90 年経った、いわゆるビルと同じ構
造体が一体あと何年持つのか、これが今私どもの課題で
す。来年の本祭り、お神輿が出たあと、いよいよご本殿
の大修復をしていかなければいけない時期にかかってま
いりました。美しい御社殿を 100 年後の子供たちにも残
すため、来年本祭りが終わった後にご本殿に覆いをかけ
て、約 2年かけて大修復を行う予定でおります。 
神田明神のご祭神、神田明神には三柱、三人の神様が

お鎮まりをいただいています。大黒様、大己貴命（おお
なむちのみこと）という家内安全と縁結びの神様、そし
て、恵比寿様という商売繁盛と健康の神様、そして三番
目の神様が、平将門様という開運と厄除けの神様です。
将門様こそが「弱きを助け強きを挫く」、そうした江戸
っ子の心の守り神様です。今日お参りをいただきました
皆様、ぜひ、大黒様、恵比寿様の幸せ、そして将門様の
力強さをいただかれまして、この一年、しっかりとご活
躍をいただきたいと思います。 
本日は大変お寒い中、お忙しい中、例会を行っていた

だきましたこと、心からお礼
と感謝を申し上げ、ご挨拶と
させていただきます。本日は
誠にありがとうございました。 
 
 
 

司会進行 
点鐘  

岡田 邦男会員 
山田 丈夫会長 

ゲスト・ビジター紹介 岡田 邦男会員 
幹事報告 木村 良成幹事 

今後の予定 
2/11（水）祝日休会 
2/18（水）(於)東京ドームホテル オープン例会 

大和屋履物店 船曳 竜平様 
「下駄屋モデルチェンジ計画」 

2/25（水）2/26（木）(於)ホテルニューオータニ 
地区大会 

3/ 4（水）(於)東京ドームホテル 
   米山奨学生 王姸さん 

3/13（金）3/11（水）から振替 
(於)帝国ホテル 東京神田 RC合同例会 



第 1439 回 2026 年 1 月 28 日(水) 

千代田 6 クラブ合同例会 
（於）帝国ホテル 2階「孔雀東の間」 

張会員による乾杯 
 
 
 
 
 
 
 
木遣り 第四区五番組宮頭 渡辺喜代志様 
岡田会員からのご紹介 

江戸時代から続いていた町火消
（まちびけし）の組織が、明治に
なって消防組として引き継がれま
した。その後、昭和 14年 4 月に江
戸消防記念会が発足し、発足当時
6 区だった組織が、現在は 11区 87
組制となっています。江戸町の火
消しの伝統を引き継いで、その文
化を継承しているのが、江戸消防
記念会です。その中の「第四区
（だいしく）」の五番組組頭が渡
辺喜代志さんです。五番組の担当
地域は、神田三崎町、西神田、神
田猿楽町、神保町、小川町、駿河
台、淡路町、錦町です。渡辺喜代
志さんは、二つの地域、三崎神社の方の組頭とこちらの
神田明神の組頭と両方を務めていらっしゃいます。 
 
 
 
 

 
開会点鐘 12：30 
食 事 等 12：35～13：00 
卓    話 13：00～ 
閉会点鐘 13：30 
卓  話 各 6クラブより「自クラブの魅力紹介」 

 
当クラブ会員出席：13 名 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

石渡会員による神田一本締 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


